
2

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

市
民
と
行
政
が
目
的
を
共
有
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
対
等
な
立
場
で
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
審
議
会
等
の
活
性
化

　

審
議
会
等
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
公
募
委
員
を
積
極
的
に
登

用
す
る
ほ
か
、
女
性
委
員
の
割
合

を
高
め
ま
し
た
。

【
女
性
委
員
の
割
合
】

　

平
成
18
年
度　
　
　

17
・
5
％

←

　

平
成
19
年
度　
　
　

19
・
7
％

○
塙
保
己
一
先
生
の
遺
徳
顕
彰
事

業
の
質
的
拡
充

　
『
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳

顕
彰
会
』
を
設
立
し
、
顕
彰
祭
や

バ
ス
研
修
、
会
報
誌
の
発
行
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
埼
玉

県
主
催
の
『
第
１
回
塙
保
己
一
賞

表
彰
式
』
を
支
援
し
ま
し
た
。

【
遺
徳
顕
彰
会
の
状
況
】

　

個
人
会
員　

９
２
４
人

　

賛
助
会
員　

33
団
体

　

会
費
収
入　

１
７
１
万
３
千
円

（
平
成
19
年
度
末
現
在
）

○
地
域
と
市
長
の
情
報
交
換

　

38
の
自
治
会
で
「
市
民
と
市
長

の
対
話
集
会
」
を
実
施
し
、
市
長

自
ら
行
財
政
の
状
況
な
ど
を
詳
し

く
説
明
し
ま
し
た
。
総
数
９
０
３

人
の
参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

○
財
政
状
況
の
公
表

　

市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
し
、
行
政
の
透
明
性
を
高
め
る

た
め
に
、
平
成
18
年
度
普
通
会
計

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
※
１
）
と

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
（
※
２
）
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
。

同
様
に
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道

事
業
会
計
等
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し

た
。

○
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充

　

犯
罪
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
犯
タ
ス
キ
リ
レ
ー
や
児
童
見
守

り
活
動
な
ど
を
行
う
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
内
の
犯
罪
発
生
認
知
件

数
は
平
成
18
年
度
に
比
べ
て
３
・

61
％
減
少
し
ま
し
た
。

【
市
内
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
】

　

平
成
18
年
度　
　
　
　

37
団
体

←

　

平
成
19
年
度　
　
　
　

54
団
体

効
率
的
・
効
果
的
な

行
政
経
営
の
推
進

　

行
政
と
民
間
の
役
割
分
担
の
あ

り
方
や
費
用
対
効
果
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
見
直
し
を
行
い

ま
す
。　

○
指
定
管
理
者
制
度
の
推
進

　

指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
施
設

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
歳
出
削
減
効

果
を
検
証
し
、
今
後
の
指
定
管
理

者
制
度
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

【
年
間
の
歳
出
削
減
額
】

市
民
文
化
会
館約

２
、
６
７
６
万
円

つ
き
み
荘　
　
　

約
５
５
９
万
円

市
内
各
公
園 

約
１
、
５
１
９
万
円

○
行
政
評
価
に
よ
る
事
務
事
業
の

見
直
し

　

事
務
事
業
を
取
捨
選
択
し
や
す

く
す
る
た
め
、事
務
事
業
評
価
シ
ー

ト
（
※
３
）
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
各
課
が
作
成
し
た
シ
ー
ト

を
、
事
務
事
業
の
優
先
順
位
付
け

に
活
用
し
ま
し
た
。

○
学
校
施
設
の
有
効
利
用

　

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
、
学
校
体
育
館
や
校
庭
を
登
録

団
体
に
貸
し
出
し
、
有
効
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
本
庄
東
中
学
校
・

本
庄
南
中
学
校
・
児
玉
中
学
校
の

武
道
場
に
つ
い
て
は
、
本
年
７
月

か
ら
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
し
た
。

○
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
、
市
立
図

書
館
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
図
書
予
約
を
開
始
し
ま
し
た
。

利
便
性
の
向
上
に
よ
っ
て
、
利
用

件
数
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

市では、平成 19 年３月に策定した「本庄市行政改革大綱及び実施計画」

に基づき、平成 23 年度までの５年間を計画期間として、各種の改革を

行っています。今回は、平成 19 年度の主な成果や今後の取り組みにつ

いてお知らせします。
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　　　　　　　　　定員適正化計画　　　　　単位：人
平成
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

計画
職員数 ５８８ ５７９ ５７１ ５６３ ５５０ ５４１

前年比
増減数 ̶ △９ △８ △８ △１３ △９

実職員数 ５８８ ５７９ ５６１ ̶ ̶ ̶

○
勧
奨
退
職
制
度
の
推
進

　

勧
奨
退
職
者
は
19
人
で
し
た
。

勧
奨
退
職
者
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、

組
織
の
活
性
化
と
適
正
な
人
事
管

理
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
昇
任
試
験
制
度
の
導
入

　

職
員
の
勤
労
意
欲
を
維
持
し
、

人
事
管
理
を
公
平
か
つ
客
観
的
に

行
う
た
め
、
初
め
て
課
長
昇
任
試

験
を
実
施
し
、
10
人
が
課
長
職
に

昇
任
し
ま
し
た
。

○
給
料
・
手
当
の
見
直
し

　

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
地
域
手
当
を
１
％
引
き

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
立

　

財
政
の
健
全
性
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
、
市

政
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
財
政

基
盤
を
確
立
し
ま
す
。　
　

○
基
金
の
適
正
活
用

　

財
政
構
造
の
見
直
し
を
図
る
た

め
に
、
基
金
（
※
４
）
を
指
定
金

融
機
関
等
へ
預
け
入
れ
、
確
実
・

有
利
な
方
法
で
運
用
し
ま
し
た
。

そ
の
運
用
益
は
、
年
間
で
約
１
、

３
４
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
未
利
用
財
産
の
有
効
活
用

　

自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、

未
利
用
財
産
の
処
分
や
貸
し
付
け

を
行
い
、
土
地
売
払
い
収
入
は
約

３
、
６
０
２
万
円
、
土
地
・
建
物

貸
付
料
は
約
１
、
０
６
６
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

○
市
税
な
ど
の
収
納
率
の
向
上

　

税
収
を
確
保
す
る
た
め
に
、
埼

玉
県
と
共
催
で
初
め
て
不
動
産
公

売
を
実
施
し
ま
し
た
。
マ
ン
シ
ョ

ン
１
室
を
売
却
し
、
そ
の
売
却
価

格
は
２
７
０
万
円
で
し
た
。

○
市
債
の
見
直
し

　

起
債
額
を
元
本
償
還
額
以
内
と

し
、
起
債
残
高
を
減
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
利
率
の
借
入
に
つ
い
て

は
借
換
や
繰
上
償
還
を
実
施
し
、

将
来
に
わ
た
る
利
子
負
担
を
約
４

億
８
、
９
８
０
万
円
減
ら
し
ま
し

た
。

○
水
道
事
業
の
行
政
改
革
の
推
進

　

既
に
業
務
委
託
と
な
っ
て
い
る

浄
水
施
設
の
監
視
業
務
や
検
針
業

務
等
に
加
え
、
本
庄
地
域
と
児
玉

地
域
の
水
道
事
業
統
合
に
向
け
て
、

収
納
業
務
や
受
付
業
務
等
に
つ
い

て
も
今
年
度
中
に
業
務
委
託
と
し
、

よ
り
効
率
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
外
郭
団
体
の
組
織
・
運
営
の
見

直
し

　

財
団
法
人
本
庄
市
文
化
協
会
は
、

当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
の
で
解

散
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

時
代
に
即
し
た

組
織
改
革
と
人
材
育
成

　

時
代
の
要
請
に
対
応
し
た
活
力

あ
る
組
織
機
構
の
構
築
に
努
め
、

職
員
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
定
員
管
理
の
適
正
化
や
執

行
体
制
の
効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
組
織
機
構
の
ス
リ
ム
化

　

事
務
事
業
の
見
直
し
や
効
果
的
・

効
率
的
な
組
織
編
成
を
行
い
、
１

課
２
係
を
減
ら
し
ま
し
た
。

○
職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化

　

具
体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
た

「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
５
年

間
で
47
人
の
人
員
削
減
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
当

初
ま
で
に
計
画
数
値
を
上
回
る
人

員
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

下
げ
、
年
間
総
額
で
約
１
、
９
５

１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
市
長
等
の
給
料
等
の
減
額

　

市
長
は
10
％
、
副
市
長
・
教
育

長
は
そ
れ
ぞ
れ
５
％
の
給
料
減
額

を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市

長
は
20
％
、
副
市
長
・
教
育
長
は

そ
れ
ぞ
れ
10
％
の
期
末
手
当
の
減

額
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

年
間
総
額
で
約
３
６
６
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

―
用
語
解
説
―

※1
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

一
定
の
時
点
に
お
い
て
資
産
・

　

負
債
・
資
本
の
状
況
を
対
照
表

　

示
し
た
財
務
報
告
書

※2
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ

　

ス
な
ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が

　

ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

　

て
の
経
費
を
把
握
し
、
財
源
を

　

明
ら
か
に
し
た
計
算
書

※3
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト

　

事
務
事
業
の
目
的
・
手
段
・
経

　

費
・
今
後
の
改
善
策
な
ど
に
つ

　

い
て
の
評
価
書

※4
基
金

　

地
方
公
共
団
体
が
特
定
の
目
的

　

や
資
金
運
用
の
た
め
に
設
け
る

　

財
産

　

詳
細
は
、
企
画
課
・
総
合
支
所

総
務
課
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

★
企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７
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